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本
会
の
岡
下
勝
彦
会
長
（
高
松

市
議
会
議
長
）
は
じ
め
正
副
会
長

と
毎
熊
政
直
九
州
市
議
会
議
長
会

副
会
長
（
長
崎
市
議
会
議
長
）
は

10
月
21
日
に
、
熊
本
市
と
阿
蘇
市
、

22
日
に
、
由
布
市
を
訪
問
し
、
平

成
28
年
熊
本
地
震
の
被
災
状
況
を

視
察
し
た
。

【
熊
本
市
】

視
察
で
は
、
澤
田
昌
作
熊
本
市

議
会
議
長
か
ら
見
舞
金
に
対
す
る

お
礼
の
後
、
「
視
察
が
全
国
の
防

災
、
災
害
復
旧
・
復
興
の
ヒ
ン
ト

と
な
る
こ
と
を
願
う
」
な
ど
の
挨

拶
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
市
職
員

か
ら
被
害
状
況
、
熊
本
市
震
災
復

興
計
画
な
ど
の
説
明
が
あ
っ
た
。

復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
議
会

と
執
行
部
、
市
民
を
あ
げ
て
と
い

う
こ
と
で
あ
え
て
議
決
し
た
。
熊

本
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
熊
本
城
の

復
旧
・
復
興
を
見
な
が
ら
、
自
分

た
ち
の
復
旧
・
復
興
へ
の
思
い
を

つ
な
げ
て
い
き
た
い
」
と
し
た
。

説
明
の
後
、
澤
田
議
長
も
同
行
し
、

熊
本
城
な
ど
を
視
察
し
た
。

熊
本
城
の
飯
田
丸
五
階
櫓
は
、

地
震
で
石
垣
が
崩
れ
、
隅
石
1
本

で
支
え
て
い
た
が
、
櫓
の
倒
壊
を

防
止
す
る
た
め
仮
受
構

台
を
設
置
し
、
先
端
を

櫓
の
内
側
ま
で
差
し
込

む
こ
と
で
、
櫓
が
現
在

の
状
況
よ
り
た
わ
ま
な
い
よ
う
支

持
し
て
い
る
。
天
守
閣
は
3
年
間
、

城
全
体
も
20
年
間
で
以
前
の
状
態

へ
復
旧
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
る
。

（
被
害
状
況
）

熊
本
市
（
人
口
約
74
万
人
）
の
最
大

避
難
者
数
は
11
万
7
5
0
人
。

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
9
月
14
日
現

在
、
▽
死
者
40
人（
災
害
関
連
死
含
む
）

▽
重
傷
者
5
7
6
人
。

住
家
被
害
に
つ
い
て
は
9
月
14
日
現

在
、
▽
全
壊
2
4
4
0
棟
▽
半
壊
1
万

4
5
2
5
棟
（
大
規
模
半
壊
含
む
）
▽

一
部
損
壊
8
万
5
7
7
5
棟
―
で
合
計

10
万
2
7
4
0
棟
（
住
家
総
数
は
約
31

万
5
0
0
0
棟
）
。
約
1
万
7
0
0
0

棟
が
半
壊
以
上
で
あ
り
、
住
居
の
確
保
、

生
活
再
建
支
援
が
大
き
な
課
題
。

（
熊
本
市
震
災
復
興
計
画
）

10
月
14
日
に
策
定
。
同
計
画
は
熊
本

市
第
7
次
総
合
計
画
（
28
〜
35
年
度
の

8
年
間
）
の
前
期
基
本
計
画
（
4
年
間
）

の
中
核
と
し
て
位
置
付
け
る
。「
市
民
力

・
地
域
力
・
行
政
力
を
結
集
し
、
安
全

・
安
心
な
熊
本
の
再
生
と
創
造
」
を
基

本
方
針
と
し
て
、
熊
本
城
の
復
旧
な
ど

5
つ
の
復
興
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
掲

げ
て
い
る
。
策
定
に
当
た
り
、
議
会
に

熊
本
地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
。7
回
に

わ
た
り
議
論
し
、同
計
画
を
10
月
14
日

の
臨
時
議
会
で
議
決
し
た
。

【
阿
蘇
市
】

視
察
で
は
、
藏
原
博
敏
阿
蘇
市

議
会
議
長
か
ら
見
舞
金
に
対
す
る

お
礼
が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
市
職

員
か
ら
被
害
状
況
等
の
説
明
が
あ

っ
た
。
説
明
の
後
、
藏
原
議
長
も

同
行
し
、
阿
蘇
神
社
、
国
道
57
号

阿
蘇
大
橋
地
区
・
国
道
3
2
5
号

阿
蘇
大
橋
崩
落
現
場（
南
阿
蘇
村
）

な
ど
を
視
察
し
た
。

阿
蘇
神
社
で
は
、
楼
門
と
拝
殿

が
全
壊
。
重
要
文
化
財
で
あ
る
楼

門
は
国
か
ら
補
助
が
あ
る
が
、
拝

殿
は
重
要
文
化
財
で
は
な
い
た
め

自
費
で
の
再
建
と
な
る
。
神
社
全

体
の
再
建
に
は
10
年
ほ
ど
か
か
る
。

阿
蘇
大
橋
地
区
で
は
、
大
規
模

な
斜
面
崩
壊
で
国
道
57
号
・
3
2

5
号
阿
蘇
大
橋
は
現
在
、
通
行
不

能
と
な
っ
て
い
る
（
2
面
上
段
写

真
参
照
）
。
国
の
直
轄
道
路
災
害

復
旧
事
業
と
し
て
、
約
4
㎞
の
ト

ン
ネ
ル
掘
削
を
含
む
13
㎞
の
北
側

復
旧
ル
ー
ト
（
別
ル
ー
ト
）
の
整

【
2
面
へ
続
く
】

第1996号12月5日平成２8年
（２０１6年）

12月5日現在の市区数
指定都市 20市
中核市 47市
施行時特例市 37市
一般市 687市
特別区 23区
計 814

正正
副副
会会
長長
らら
がが
被被
災災
地地
をを
視視
察察

平平成成2288年年
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挨拶する澤田議長飯田丸五階櫓
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旬報 TEL 03（3262）2309
発行人 井原 好英
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【
1
面
か
ら
続
く
】

備
、
阿
蘇
大
橋
の
下
流
へ
の
架
け

替
え
を
し
て
い
る
。

（
被
害
状
況
）

阿
蘇
市（
人
口
約
2
万
7
0
0
0
人
）

の
最
大
避
難
者
数
は
7
6
0
5
人
。

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
5
月
6
日
現

在
、
直
接
的
な
死
者
は
い
な
か
っ
た
。

住
家
被
害
に
つ
い
て
は
10
月
13
日
現

在
、
▽
全
壊
1
1
8
棟
▽
大
規
模
半
壊

90
棟
▽
半
壊
6
4
0
棟
▽
一
部
損
壊
1

3
7
8
棟
―
で
合
計
2
2
2
6
棟
（
住

家
総
数
は
約
1
万
棟
）
。

商
工
・
観
光
関
係
の
被
害
状
況
に
つ

い
て
は
、
宿
泊
客
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
相

次
ぎ
、
発
災
か
ら
8
月
ま
で
で
、
例
年

と
比
較
す
る
と
19
万
2
0
0
0
人
減
。

宿
泊
施
設
の
利
用
状
況
は
例
年
の
60
％
。

観
光
施
設
の
入
れ
込
み
に
つ
い
て
は
例

年
の
45
％
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
。

【
由
布
市
】

視
察
で
は
、
溝
口
泰
章
由
布
市

議
会
議
長
か
ら
見
舞
金
に
対
す
る

お
礼
の
後
、
「
市
民
の
気
持
ち
を

汲
み
取
り
な
が
ら
復
興
を
遂
げ
た

い
」
な
ど
挨
拶
。
続
い
て
、
相
馬

尊
重
・
由
布
市
副
市
長
か
ら
「
復

興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
が
、
課

題
も
多
く
、
国
へ
の
要
望
等
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の

挨
拶
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
市
職

員
か
ら
被
害
状
況
等
の
説
明
が
あ

っ
た
。

（
被
害
状
況
）

由
布
市（
人
口
約
3
万
5
0
0
0
人
）

の
最
大
避
難
者
数
は
約
2
6
4
0
人
。

人
的
被
害
に
つ
い
て
は
9
月
27
日
現

在
、重
傷
者
1
人
。死
者
は
い
な
か
っ
た
。

住
家
被
害
に
つ
い
て
は
10
月
18
日
現

在
、▽
全
壊
1
棟
▽
半
壊
1
2
5
棟（
大

規
模
半
壊
含
む
）
▽
一
部
損
壊
2
2
3

4
棟
―
で
合
計
2
3
6
0
棟
（
住
家
総

数
は
約
1
万
3
0
0
0
棟
）
。

観
光
関
係
に
つ
い
て
は
、
湯
布
院
地

域
に
お
い
て
、
4
月
の
売
上
げ
が
前
年

比
58
％
、
5
月
が
39
％
だ
っ
た
。

〔
避
難
所
〕

①
職
員
も
通
常
業
務
が
あ
り
、
避
難

者
が
自
主
運
営
で
き
る
体
制
の
整
備
②

自
治
区
開
設
の
避
難
所
へ
の
援
助
体
制
。

②
で
は
、
自
治
区
自
主
避
難
所
開
設

運
営
支
援
金
を
創
設
。
自
治
区
公
民
館

を
自
主
避
難
所
と
し
て
開
設
し
た
自
治

区
に
対
し
、
開
設
時
の
運
営
費
用
を
支

援
す
る
。

【
視
察
参
加
者
】

▽
会
長
�
岡
下
勝
彦
高
松
市
議

会
議
長

▽
副
会
長
�
岡
田
健
一
室
蘭
市

議
会
議
長
、
犬
飼
信
雄
松
本

市
議
会
議
長
、
田
中
守
上
尾

市
議
会
議
長
、
野
嶋
広
子
和

歌
山
市
議
会
議
長
、
永
田
雅

紀
広
島
市
議
会
議
長

▽
九
州
市
議
会
議
長
会
副
会
長

�
毎
熊
政
直
長
崎
市
議
会
議

長

▼
議
長

▽
宇
和
島

赤
松
與
一（
9
・
28
）

▽
館
林

多
田
善
洋（
9
・
29
）

▽
本
巣

上
谷
政
明（
9
・
29
）

▽
守
山

髙
田
正
司（
9
・
29
）

▽
大
月

山
田
善
一（
9
・
30
）

▽
み
ど
り

阿
左
美
守（
9
・
30
）

▽
稲
沢

出
口
勝
実（
9
・
30
）

▽
中
津

草
野
修
一（
9
・
30
）

▽
阪
南

土
井
清
史（
10
・
3
）

▽
草
津

中
嶋
昭
雄（
10
・
3
）

▽
町
田

吉
田
つ
と
む（
10
・
4
）

▽
和
泉

友
田
博
文（
10
・
4
）

▽
い
わ
き

菅
波

健（
10
・
5
）

▽
名
張

細
矢
一
宏（
10
・
5
）

▽
那
覇

翁
長
俊
英（
10
・
7
）

▽
富
谷

浅
野
幹
雄（
10
・
10
）

▽
柳
川

田
中
雅
美（
10
・
17
）

▽
美
濃
加
茂
森
弓
子（
10
・
20
）

▽
三
田

平
野
菅
子（
10
・
24
）

▽
川
西

久
保
義
孝（
10
・
27
）

▽
都
留

小
俣

武（
10
・
31
）

▽
草
加

鈴
木
由
和（
10
・
31
）

▽
東
近
江

河
並
義
一（
10
・
31
）

▽
高
梁

森
田
仲
一（
10
・
31
）

▽
伊
豆

三
田
忠
男（
11
・
1
）

▽
志
摩

西
﨑
甚
吾（
11
・
1
）

▽
竹
原

道
法
知
江（
11
・
1
）

▽
岡
崎

原
田
範
次（
11
・
4
）

▽
宗
像

花
田
鷹
人（
11
・
4
）

▽
阿
賀
野

髙
橋
幸
信（
11
・
8
）

▽
摂
津

野
原

修（
11
・
8
）

▽
野
洲

坂
口
哲
哉（
11
・
8
）

▽
養
父

深
澤

巧（
11
・
8
）

▽
加
東

藤
尾

潔（
11
・
8
）

▽
泉
南

田
畑

仁（
11
・
10
）

▽
甲
賀

的
場
計
利（
11
・
10
）

▽
燕

中
山
眞
二（
11
・
11
）

▽
亀
山

中
村
嘉
孝（
11
・
11
）

▽
豊
岡

福
田
嗣
久（
11
・
11
）

▽
宇
土

山
村
保
夫（
11
・
11
）

▽
袖
ケ
浦

福
原
孝
彦（
11
・
15
）

▽
東
温

伊
藤
隆
志（
11
・
15
）

▽
南
あ
わ
じ

印
部
久
信（
11
・
22
）

▼
副
議
長

▽
長
野

野
本

靖（
9
・
20
）

▽
宇
和
島

安
岡
義
一（
9
・
28
）

▽
館
林

泉
澤
信
哉（
9
・
29
）

▽
本
巣

村
瀬
明
義（
9
・
29
）

▽
守
山

新
野
富
美
夫（
9
・
29
）

▽
稲
沢

杤
本
敏
子（
9
・
30
）

▽
広
島

谷
口

修（
9
・
30
）

▽
阪
南

畑
中

譲（
10
・
3
）

▽
草
津

中
村
孝
藏（
10
・
3
）

▽
和
泉

永
田
香
織（
10
・
4
）

▽
い
わ
き

蛭
田
源
治（
10
・
5
）

▽
名
張

常
俊
朋
子（
10
・
5
）

▽
富
谷

安
住
稔
幸（
10
・
10
）

▽
柳
川

矢
ケ
部
広
巳（
10
・
17
）

▽
美
濃
加
茂

坂
井
知
足（
10
・
20
）

▽
三
田

佐
貫
尚
子（
10
・
24
）

▽
阿
波

森
本
節
弘（
10
・
25
）

▽
川
西

大
矢
根
秀
明（
10
・
27
）

▽
草
加

西
沢
可
祝（
10
・
31
）

▽
東
近
江

鈴
村
重
史（
10
・
31
）

▽
高
梁

川
上
修
一（
10
・
31
）

▽
伊
豆

永
岡
康
司（
11
・
1
）

▽
志
摩

畑
美
津
子（
11
・
1
）

▽
竹
原

高
重
洋
介（
11
・
1
）

▽
岡
崎

山
崎
泰
信（
11
・
4
）

▽
宗
像

北
﨑
正
則（
11
・
4
）

▽
阿
賀
野

市
川
英
敏（
11
・
8
）

▽
摂
津

野
口

博（
11
・
8
）

▽
野
洲

矢
野
隆
行（
11
・
8
）

▽
養
父

勝
地
貞
一（
11
・
8
）

▽
加
東

磯
貝
邦
夫（
11
・
8
）

▽
泉
南

岡
田
好
子（
11
・
10
）

▽
甲
賀

森
嶋
克
已（
11
・
10
）

▽
燕

塙

豊（
11
・
11
）

▽
亀
山

森
美
和
子（
11
・
11
）

▽
豊
岡

嶋
﨑
宏
之（
11
・
11
）

▽
宇
土

樫
﨑
政
治（
11
・
11
）

▽
海
老
名

日
吉
弘
子（
11
・
15
）

▽
袖
ケ
浦

榎
本
雅
司（
11
・
15
）

▽
南
あ
わ
じ

登
里
伸
一（
11
・
22
）

▼
事
務
局
長

▽
新
庄

森

隆
志（
4
・
1
）

▽
黒
部

有
磯
弘
之（
4
・
1
）

▽
三
田

寺
田
昭
裕（
4
・
1
）

▽
真
庭

大
美
昌
司（
4
・
1
）

▽
飯
能

田
中
隆
宏（
10
・
1
）

▽
境
港

築
谷
俊
三（
10
・
1
）

▽
富
谷

亀

郁
雄（
10
・
10
）

▽
帯
広

山
上
俊
司（
10
・
26
）

議議
会会
人人
事事

挨拶する相馬副市長、右は溝口議長

崩落現場。赤破線部分に国道57号があった。
青破線部分には阿蘇大橋が架かっていた。

説明を受ける視察参加者
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廣瀬法政大学教授

「
地
方
議
会
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
2
0
1
6
〜
18
歳
選
挙
権
を

契
機
に
、
地
方
議
会
は
い
か
に
変

わ
れ
る
か
〜
」
（
主
催
�
総
務
省
、

共
催
�
本
会
な
ど
議
会
三
団
体
）

を
11
月
7
日
、
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
フ

ォ
ー
ラ
ム
で
開
催
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
原
田
憲
治
・
総
務
副
大

臣
か
ら
「
議
会
の
役
割
が
重
要
と

な
る
一
方
、
低
投
票
率
、
議
員
の

な
り
手
不
足
な
ど
の
状
況
下
で
、

公
職
選
挙
法
改
正
に
よ
り
、
18
歳

選
挙
権
が
実
現
し
た
。
主
権
者
教

育
の
実
施
な
ど
若
者
の
政
治
参
加

の
機
運
が
高
ま
る
中
、
地
方
議
会

が
こ
の
機
運
を
如
何
に
活
用
す
る

か
」
な
ど
の
開
会
挨
拶
が
あ
っ
た
。

続
い
て
、
基
調
講
演
、
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

【
基
調
講
演
】

テ
ー
マ
：
「
『
18
歳
選
挙
権
を
契

機
に
、
地
方
議
会
は
い
か
に
変
わ

れ
る
か
』
〜
よ
り
幅
広
い
住
民
層

か
ら
の
関
心
、
そ
し
て
新
た
な
参

画
者
を
得
る
た
め
に
〜
」

小
玉
重
夫
・
東
京
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
教
授
か
ら
基
調
講

演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

日
本
は
投
票
率
が
低
い
が
、
他

の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
も
投
票
率
が

低
下
し
て
お
り
、
世
界
的
な
傾
向

で
あ
る
。
た
だ
、
日
本
で
は
20
代

の
投
票
率
が
ほ
か
の
年
代
と
比
べ

て
落
ち
方
が
激
し
い
。
こ
れ
は
、

文
科
省
が
出
し
た
1
9
6
9
年
通

達
で
、
未
成
年
者
の
政
治
的
活
動

を
期
待
し
て
い
な
く
、
む
し
ろ
行

わ
な
い
よ
う
要
請
し
て
い
た
た
め
。

し
か
し
、
18
歳
選
挙
権
の
実
現
を

受
け
て
出
し
た
2
0
1
5
年
通
知

で
は
、
「
高
等
学
校
等
の
生
徒
が
、

国
家
・
社
会
の
形
成
に
主
体
的
に

参
画
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り
一
層

期
待
さ
れ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ
れ

を
機
に
国
民
と
選
挙
、
政
治
の
関

わ
り
方
、
関
係
を
根
本
か
ら
考
え

る
必
要
が
あ
る
。

総
務
省
と
文
部
科
学
省
に
よ
り
、

高
校
生
向
け
副
教
材
の
「
私
た
ち

が
拓
く
日
本
の
未
来
」
が
作
成
さ

れ
た
。
政
党
・
政
策
比
較
を
通
じ

て
、
単
純
な
二
項
対
立
で
は
な
く
、

複
眼
的
な
見
方
・
考
え
方
が
生
徒

自
身
の
中
で
育
つ
よ
う
に
構
成
さ

れ
て
い
る
。

今
ま
で
の
学
校
の
授
業
は
生
徒

が
観
客
で
、
先
生
が
俳
優
で
あ
っ

た
。
現
在
、
学
校
現
場
は
急
激
に

変
化
し
て
お
り
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
と
い
う
、
生
徒
が
キ
ャ

ス
ト
と
し
て
前
面
に
立
ち
、
先
生

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
生
徒

を
動
か
す
授
業
が
増
え
て
い
る
。

東
大
附
属
高
校
で
は
、
沖
縄
に

行
き
、
現
地
の
人
達
と
交
流
し
、

歴
史
、
社
会
、
自
然
、
身
体
表
現

を
学
び
、
自
分
自
身
の
新
し
い
生

き
方
を
見
つ
め
て
い
く
よ
う
な
、

総
合
学
習
を
行
っ
て
い
る
。
同
様

に
生
の
具
体
的
政
治
素
材
を
取
り

上
げ
る
と
、
地
方
政
治
は
格
好
の

舞
台
と
な
り
①
地
元
の
生
徒
が
地

元
の
政
治
を
教
材
と
し
て
学
ぶ
②

他
地
域
の
生
徒
が
越
境
し
自
ら
の

生
き
方
を
問
い
直
す
（
地
域
間
交

流
）
―
場
と
し
て
地
方
政
治
を
生

か
す
道
が
考
え
ら
れ
る
。

①
、
②
の
道
を
い
わ
ば
車
の
両

輪
と
し
て
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、

18
歳
選
挙
権
を
契
機
に
、
政
治
を

一
歩
前
に
進
め
て
い
く
可
能
性
に

つ
な
が
る
。

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

テ
ー
マ
：
「
18
歳
選
挙
権
を
契
機

に
、
地
方
議
会
は
い
か
に
変
わ
れ

る
か
」

廣
瀬
克
哉
・
法
政
大
学
法
学
部

教
授
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
上

神
貴
佳
・
岡
山
大
学
法
学
部
教
授
、

川
上
文
浩
・
可
児
市
議
会
議
員
、

野
川
政
文
・
山
形
県
議
会
議
長
、

原
田
謙
介
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｙ
ｏ
ｕ

ｔ
ｈ
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｅ
代
表
、広
瀬
重

雄
・
芽
室
町
議
会
議
長
を
パ
ネ
リ

ス
ト
に
迎
え
、
議
論
し
た
。

ま
た
、
角
野
仁
美
さ
ん
（
元
岐

阜
県
立
可
児
高
校
生
徒
・
新
潟
大

学
生
）
、
松
原
成
久
さ
ん
、
奈
良

嘉
晃
さ
ん
（
と
も
に
ポ
リ
レ
ン
ジ

ャ
ー
・
島
根
大
学
学
生
）
か
ら
事

例
発
表
が
あ
っ
た
。

廣
瀬
氏
の
問
題
提
起
、
学
生
の

事
例
発
表
、
各
パ
ネ
リ
ス
ト
の
発

言
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

廣
瀬
氏

11
月
6
日
の
某
市
議
の
補
選
の

投
票
率
は
26
・
94
％
で
低
過
ぎ
。

議
会
不
信
の
表
れ
で
あ
る
。
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
は
し
っ
か
り
と

し
た
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
る
と

思
う
が
、
有
権
者
に
は
ど
う
伝
わ

っ
て
い
る
か
。

そ
こ
で
、
①
ど
う
18
歳
選
挙
権

を
捉
え
る
か
。
若
者
が
ど
の
よ
う

な
選
挙
行
動
を
取
っ
た
か
。
18
歳
、

政
治
と
は
遠
い
世
代
に
ど
う
政
治

に
関
わ
っ
て
も
ら
う
か
②
議
会
改

革
。
議
会
基
本
条
例
は
栗
山
町
の

制
定
か
ら
10
年
。
約
7
5
0
議
会

で
制
定
さ
れ
た
が
、
大
き
な
課
題

と
し
て
、
住
民
と
議
会
の
関
係
を

ど
う
改
革
す
る
か
―
の
2
点
を
提

示
す
る
。

﹇
事
例
発
表
﹈

①
角
野
さ
ん

新
潟
大
学
生
だ
が
、
可
児
市
で

も
活
動
し
、
可
児
市
で
投
票
し
た

い
の
で
、
住
民
票
は
可
児
市
の
ま

ま
で
あ
る
。

選
挙
で
は
、
ど
う
議
員
を
選
べ

ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
情

報
収
集
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）。

他
世
代
の
人
、
い
ろ
い
ろ
な
立
場

の
人
と
議
論
し
た
か
っ
た
。

②
松
原
さ
ん
・
奈
良
さ
ん

ポ
リ
レ
ン
ジ
ャ
ー
（
ポ
リ
�
ポ

リ
テ
ィ
ク
ス
�
政
治
。
レ
ン
ジ
ャ

ー
�
戦
隊
）
と
し
て
、
若
者
の
政

治
参
加
を
促
す
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
し
て
い
る
。

誰
に
投
票
し
た
ら
よ
い
か
分
か

ら
な
い
人
へ
の
情
報
提
供
の
た
め
、

参
議
院
選
挙
で
は
「
さ
ん
い
ん
の

し
ょ
う
ゆ
ソ
ー
ス（sh

ow
y
ou

地地
方方
議議
会会
活活
性性
化化
シシ
ンン
ポポ
ジジ
ウウ
ムム
をを
開開
催催

【
4
面
へ
続
く
】 会場の模様

小玉東京大学大学院教授

開会挨拶する原田総務副大臣
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川上可児市議会議員

【
3
面
か
ら
続
く
】

sou
rce

）
」
と
い
う
Ｈ
Ｐ
を
作
成

し
た
。
さ
ん
い
ん
�
参
院
・
山
陰
、

sh
ow

�
見
せ
る
、y

ou

�
あ
な

た
に
、sou

rce
�
情
報
源
を
意
味

す
る
。
候
補
者
の
Ｈ
Ｐ
の
案
内
、

候
補
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な

ど
投
票
の
判
断
材
料
に
な
る
情
報

を
掲
載
し
た
。
参
院
選
で
18
歳
よ

り
、
19
、
20
歳
の
投
票
率
が
低
か

っ
た
こ
と
が
課
題
。
不
在
者
投
票

の
手
続
き
が
煩
雑
で
投
票
し
な
か

っ
た
人
も
い
る
。

「
ポ
リ
コ
ン
」
と
称
し
、
政
治

行
政
に
携
わ
る
大
人
（
県
・
市
議
、

県
庁
・
市
役
所
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
職
員
、

弁
護
士
、マ
ス
コ
ミ
関
係
者
な
ど
）

と
学
生
が
交
流
す
る
コ
ン
パ
を
開

催
し
て
い
る
（
25
年
か
ら
年
4
回

程
度
、
計
13
回
）
。
ま
た
、
「
議

員
知
恵
袋
」
と
称
し
、
授
業
で
中

学
生
の
質
問
・
悩
み
に
対
し
、
松

江
市
議
会
議
員
が
答
え
る
企
画
を

行
っ
た
。
中
学
生
は
議
員
に
良
い

イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、

企
画
に
満
足
し
て
い
た
。

上
神
氏

大
き
な
テ
ー
マ
と
し
て
、
地
方

議
会
を
有
権
者
に
ど
の
よ
う
に
わ

か
り
や
す
く
す
る
か
、
ど
う
身
近

な
存
在
に
す
る
か
。
若
者
は
一
番

ア
プ
ロ
ー
チ
が
難
し
い
。
特
に
18

歳
選
挙
権
を
機
に
、
ど
う
若
者
に

議
会
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
か
、

ひ
い
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
も
巻

き
込
ん
で
い
く
か
。

川
上
氏

議
員
は
住
民
の
代
表
な
の
で
、

議
会
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
住
民
は

変
わ
ら
な
い
。
選
挙
民
の
代
表
で

は
な
く
、
市
民
の
代
表
。
選
挙
権

の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
代
表
で
も

あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

18
歳
選
挙
権
と
な
っ
た
が
、
そ
の

3
年
前
か
ら
高
校
生
の
意
見
を
聞

き
、
政
策
に
活
か
し
て
い
る
。

地
方
都
市
は
、
多
額
の
コ
ス
ト

を
投
入
し
た
若
い
世
代
が
、
（
高

校
・
保
護
者
が
送
り
出
す
装
置
と

な
り
）
都
市
部
へ
流
出
し
て
帰
ら

ず
、
地
域
の
担
い
手
が
減
少
し
、

衰
退
す
る
。
若
い
世
代
は
市
の
魅

力
を
知
ら
ず
、
地
域
へ
の
愛
着
も

な
い
。
大
人
と
の
関
わ
り
で
、
そ

れ
ら
を
身
に
付
け
、
広
い
視
野
や
、

社
会
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
、
ふ

る
さ
と
発
展
に
寄
与
す
る
人
材
育

成
�
地
域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア

教
育
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
取
り

込
み
を
行
う
。

高
校
生
議
会
は
、
生
徒
が
自
主

的
に
行
い
、
や
ら
さ
れ
て
い
る
感

は
な
い
。
可
児
高
校
生
と
の
地
域

課
題
懇
談
会
は
、
現
在
、
県
も
予

算
措
置
を
し
て
い
る
。
18
歳
選
挙

権
を
機
に
、
出
前
講
座
を
行
っ
た

が
、
全
生
徒
（
1
0
0
％
）
が
高

い
評
価
を
し
た
。
模
擬
選
挙
も
行

っ
た
。
選
挙
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
、

1
、
2
年
生
全
員
が
参
加
し
、
演

説
会
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
検
証
、
意

見
交
換
も
行
い
、
投
票
用
紙
な
ど

も
本
物
を
使
用
し
、
期
日
前
投
票

も
行
っ
た
。
9
割
以
上
が
良
い
評

価
を
し
た
。
可
児
高
校
で
は
参
院

選
の
投
票
率
が
90
％
を
超
え
た
。

主
権
者
教
育
は
重
要
で
あ
る
。

野
川
氏

都
道
府
県
議
会
は
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
分
か
ら
な
い
と
言
わ
れ

る
。
県
議
選
の
投
票
率
の
低
下
と
、

18
歳
選
挙
権
を
機
に
、
住
民
に
身

近
な
議
会
に
な
る
た
め
、
委
員
会

を
設
置
し
、
検
討
し
た
。
28
年
度

は
、
生
徒
・
学
生
と
の
意
見
交
換

会
、
若
者
を
対
象
と
し
た
広
報
紙

の
配
付
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
内
容
の
拡

充
な
ど
を
行
っ
た
。

原
田
氏

18
歳
投
票
率
は
51
・
28
％
と
高

か
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
は
、

全
世
代
の
投
票
率
（
54
・
70
％
）

よ
り
低
い
、
も
っ
と
高
け
れ
ば
と

い
う
扱
い
だ
が
、
50
％
超
え
は
特

筆
。
こ
れ
は
大
き
な
変
化
で
あ
り
、

選
挙
に
行
っ
た
人
の
ほ
う
が
多
数

派
と
な
っ
た
。
20
代
で
も
選
挙
に

行
っ
た
人
は
少
数
派
。
若
年
層
の

投
票
率（
20
代
36
％
、
30
代
44
％
）

が
18
歳
よ
り
低
い
こ
と
に
着
目
す

べ
き
。

18
歳
選
挙
権
を
皮
切
り
に
学
校

現
場
が
大
き
く
変
化
し
た
。
権
利

を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
若
者
の

力
が
必
要
だ
と
い
う
下
か
ら
目
線

で
若
者
を
巻
き
込
む
こ
と
が
大
事
。

27
年
度
に
主
権
者
教
育
を
し
た
高

校
は
9
割
を
超
え
た
。
「
選
挙
は

大
事
」
「
ル
ー
ル
を
知
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
生
徒
の
感
想
が
多

か
っ
た
が
、
こ
れ
は
目
指
す
と
こ

ろ
で
は
な
い
。
政
府
の
作
成
し
た

副
教
材
（
原
田
氏
も
関
与
し
た
）

は
「
選
挙
に
行
こ
う
」
が
目
的
で

は
な
い
。
民
主
主
義
の
担
い
手
と

し
て
、
い
ろ
い
ろ
と
考
え
る
、
行

動
す
る
こ
と
が
目
標
。
政
治
は
、

学
ぶ
の
で
は
な
く
、
「
関
わ
る
」
。

人
と
関
わ
る
こ
と
が
大
き
い
。
こ

れ
は
身
近
に
い
る
地
方
議
員
が
で

き
る
こ
と
。
身
近
な
政
治
が
鍵
。

若
者
が
、
政
治
家
と
の
双
方
向
の

議
論
や
、
選
挙
だ
け
で
は
な
い
政

治
参
加
な
ど
が
で
き
れ
ば
よ
い
。

広
瀬
氏

芽
室
町
議
会
は
、
某
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
会
の
議
会
改
革
ラ
ン
キ

ン
グ
で
26
年
、
27
年
と
1
位
に
な

っ
た
。
議
会
・
議
員
は
何
を
や
っ

て
い
る
か
分
か
ら
な
い
と
言
わ
れ

る
が
、
何
を
す
べ
き
か
。
定
数
・

報
酬
減
は
、
町
の
活
性
化
や
議
会

改
革
に
な
ら
な
い
。
情
報
公
開
と

住
民
参
加
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

全
て
を
オ
ー
プ
ン
に
し
た
。
議
会

基
本
条
例
を
制
定
し
、
活
性
化
計

画
を
策
定
し
た
。
議
会
は
住
民
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
に
し
た

い
。
議
会
が
変
わ
れ
ば
、
町
が
変

わ
る
。

老
人
ク
ラ
ブ
や
高
校
生
の
親
世

代
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
な
ど
と
の
団
体
別

意
見
交
換
会
を
行
い
、
住
民
の
思

い
を
吸
い
上
げ
て
い
る
が
、
課
題

は
、
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

こ
と
。
今
ま
で
は
職
員
、
議
員
が

町
を
つ
く
っ
て
き
た
と
い
う
自
負

が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
地
域

住
民
が
必
要
で
あ
る
。

18
歳
選
挙
権
を
契
機
に
住
民
参

加
を
ど
う
す
る
か
。
28
年
度
か
ら

高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を
始
め

た
。
ま
ず
は
選
挙
に
行
く
前
に
、

ま
ち
づ
く
り
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
。
中
高
生
が
地
元
の
魅

力
を
知
る
こ
と
が
大
事
で
、
そ
の

機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
議
会
の
役

目
で
あ
る
。

パネリスト（上・下）
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